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① 
 

 

日本共産党 
八尾市会議員団 

ニュース 

つ
ね
に
市
民
の
立
場
に
立
っ
て 

学
校
給
食
か
ら
保
育
虐
待
ま
で 

か り ふ を 会 議 月 12 

 

個
人
質
問 

個
人
質
問
で
は
、
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
、
お
い
し
い
中
学
校
給
食
の
実
現

や
保
育
虐
待
の
問
題
を
取
り
上
げ
、

紙
の
保
険
証
の
存
続
や
子
ど
も
や
保

護
者
に
寄
り
添
う
対
応
を
求
め
ま
し

た(

２
面
・
３
面)

。 

 

水
道
事
業 

八
尾
市
水
道
事
業
が
４
月
か
ら
企

業
団
に
統
合
す
る
こ
と
に
伴
い
、
八

尾
市
の
条
例
か
ら
水
道
を
抹
消
す
る

た
め
の
条
例
が
提
案
さ
れ
可
決
。
反

対
し
た
の
は
日
本
共
産
党
の
２
議
席

だ
け
で
し
た(

２
面)

。 

 

保
育
虐
待 

日
本
共
産
党
が
紹
介
議
員
と
な
っ

た
保
育
虐
待
と
保
育
条
件
改
善
を

求
め
る
請
願
は
、
残
念
な
が
ら
採
択

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
保
育
給
食

の
民
間
委
託
や
学
童
保
育
の
ト
イ
レ

問
題
な
ど
議
会
の
中
で
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。 

維
新
の
会
は
、
保
育
虐
待
の
請
願

に
反
対
討
論
を
行
い
、
保
育
虐
待
の

問
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
保
育
の

安
定
を
損
な
う
と
の
主
張
を
行
い
ま

し
た(

２
面
・
４
面)

。 

 

Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
存
続
問
題 

大
阪
性
暴
力
救
援
セ
ン
タ
ー
（
大

阪
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
）の
存
続
を
求
め
る

意
見
書
は
維
新
の
反
対
に
よ
っ
て
採

択
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

 

 

八尾市議団 
公式 LINE 

緊
急
要
望
書
を
提
出 

え っ
つ 
て 

物
価
の
高
騰
は

続
き
、
給
料
も
年
金

も
上
が
ら
ず
市
民

の
暮
ら
し
は
ま
す

ま
す
困
難
に
な
る

ば
か
り
で
す
。 

日
本
共
産
党
八

尾
市
会
議
員
団
は

１
月

15

日
、
八
尾

市
に
対
し
て
市
民

の
い
の
ち
と
暮
ら

し
を
守
る
た
め
市

の
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
や
積
立
基

金
１
０
０
億
円
を
活

用
し
た
施
策
を
、
緊

急
に
実
施
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た(

緊
急

要
望
書
の
要
望
項
目

は
左)

。 

  

要望書を提出する（左から）
おち・田中議員＝15日 

 

       要望項目 

小・中学校の学校給食の無償化の継続 

 

国民健康保険料・介護保険料・後期高齢保険料の

引き下げ 

〇国保は、積立基金約９億円を活用し、市民一人当

たり 1 万 5 千円の支援金の給付を行うこと。子ども

の均等割を廃止すること。 

〇介護保険は、積立金など活用し、現在の減免制度

の拡充を行い、第一段階の保険料に対する減免

制度の新設をすること。 

〇後期高齢保険も、基金の活用で保険料負担緩和

を行うことを広域連合に働きかけること。 

 

水道料金の基本料金を免除すること。下水道減免

を復活させること。 

 

低所得者給付金 3万円は非課税世帯だけではなく

均等割世帯まで給付すること。 

 

介護事業所に対しての光熱水費の支援など行う

こと。その際、介護報酬の引き下げに伴う影響に

ついても聞き取りを行うこと。 

 

 

市会議員団のホームページを

開設しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「
ニ
ュ
ー
ス
２
３
」
の
報
道
で

明
ら
か
に
な
っ
た
八
尾
市
内

の
民
間
の
認
定
こ
ど
も
園
の

保
育
虐
待
。
子
ど
も
の
異
変

を
懸
念
し
た
保
護
者
の
ボ
イ

ス
レ
コ
ー
ダ
ー
に
よ
っ
て
発
覚

し
ま
し
た
。 

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は
、
保
育
所
等
で
虐
待
等
が

行
わ
れ
た
と
判
断
し
た
場

合
、
十
分
な
心
の
ケ
ア
、
保

護
者
に
対
す
る
て
い
ね
い
な

説
明
や
虐
待
の
事
案
の
公

表
が
必
要
で
あ
る
と
示
し
て

い
ま
す
。 

し
か
し
、
今
回
の
個
人
質

問
で
、
八
尾
市
は『
半
年
た
っ

た
』
現
在
も
調
査
中
で
あ

り
、
保
護
者
へ
の
説
明
会
も

現
在
働
き
か
け
中
で
あ
り
、

公
表
も
現
時
点
で
は
考
え
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。 

議
会
後
、
田
中
市
議
と

関
係
者
が
こ
ど
も
家
庭
庁

に
大
門
み
き
し
国
会
議
員
の

同
席
の
も
と
八
尾
市
へ
の
助

言
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
強
化

を
要
請
。
”
保
護
者
や
子
ど
も

に
寄
り
添
う
対
応
が
重
要
”
で

あ
る
と
い
う
認
識
が
示
さ
れ
ま

し
た
。 

 

考
え
る
つ
ど
い
開
催 

    

八
尾
市
保
育
虐
待
を
考
え
る

つ
ど
い
（
２
０
２
４
年

11

月

30

日
・
八
尾
市
か
ら
保
育
虐
待

を
な
く
す
緊
急
行
動
主
催
）
を
開

催
。
普
光
院
亜
紀
さ
ん
が
、
保
育

虐
待
が
な
ぜ
起
き
る
の
か
、
行
政

に
求
め
ら
れ
る
対
応
な
ど
講
演
。

保
育
関
係
者
多
数
が
参
加
し
ま

し
た
。 

 

 

八
尾
市
の
条
例
か
ら 

 

水
道
を
抹
消 

大
阪
府
内
５
市
の
水
道

事
業
が
４
月
か
ら
大
阪
水

道
広
域
事
業
団
に
統
合
し

ま
す
（
八
尾
市
、
柏
原
市
、

岸
和
田
市
、
藤
井
寺
市
、
高

石
市
）
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、

12

月
議
会
で
は
八
尾
市
の

条
例
や
規
約
か
ら
水
道
に

関
わ
る
部
分
を
抹
消
す
る

条
例
提
案
が
行
わ
れ
可
決

さ
れ
ま
し
た
（
反
対
は
日
本

共
産
党
の
み
）
。 

今
議
会
で
の
水
道
施
設

の
廃
止
は
、
地
方
自
治
法
に

基
づ
く
特
別
多
数
議
決
で

行
わ
れ
、
３
分
の
２
以
上
の

賛
成
を
必
要
と
し
記
名
投

票
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。 

  

奪
わ
れ
る
市
議
会
の 

 

議
決
権 

４
月
か
ら
の
企
業
団
へ

の
統
合
に
よ
り
、
水
道
料
金

は
八
尾
市
独
自
で
決
め
ら

れ
な
く
な
り
、
八
尾
市
議
会

の
議
決
権
も
奪
わ
れ
ま
す
。 

水
道
局
も
企
業
団
水
道

セ
ン
タ
ー
と
な
り
、
市
職
員

も
企
業
団
職
員
に
な
り
ま

す
。 大

規
模
災
害
の
時
に
は
、

従
来
で
は
水
道
局
は
災
害

対
策
本
部
の
副
本
部
長
で

す
が
、
水
道
セ
ン
タ
ー
は
参

加
を
し
ま
せ
ん
。 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

水
道
の
自
治
は
奪
わ
れ
、

市
民
と
水
道
事
業
の
分
断

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

 

 

こども家庭庁に要請する（正面左か
ら）田中ゆうこ市議と岩狭氏（八尾
市から保育虐待なくす緊急行動の
会）、大門みきし国会議員＝12月
24日 

保育虐待の問題を質問 

八尾市は子ども・保護者に寄り添う対応を！ 

東大阪市は引き続き 
水道事業は市直営 

 

統合を議会で否決した東大阪は、統

合ではなく従来通り市独自で水道事業

を運営。この 12 月議会では、水道料金

の３割の値上げの提案を市長が行いま

したが、議会が否決し議会の権能が発

揮されました（最終的には公明・自民

などの提案で２割の値上げが可決。共

産など反対）。 

 

八尾市水道事業が 
4月から企業団に統合 

 

考えるつどいで
講演する普光院
亜紀氏＝11 月 30
日 
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全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
は
２
０

２
４
年
１
月
末
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
（
左
グ
ラ

フ
・
医
療
診
療
所
６
２
１
６
件
、
歯
科

診
療
所
１
７
４
４
件
、
病
院
５
８
２

件
、
無
回
答
１
３
０
件
）
。「
ト
ラ
ブ
ル

が
あ
っ
た
」
と
の
回
答
は

59

・
８
％

で
、
名
前
や
住
所
が
「
●
」
で
表
記
さ

れ
た
り
、
資
格
情
報
の
無
効
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

12

月
２
日
以
降
も
、
八
尾
市
内
の

診
療
所
に
お
い
て
も
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
、
受
付
に
な
か
な
か
た
ど
り
着
け

な
い
事
態
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

「
こ
ん
な
事
態
が
続
く
よ
う
な
ら
マ

イ
ナ
保
険
証
で
な
く
、
今
の
紙
の
保
険

証
を
残
し
て
ほ
し
い
」
と
の
声
が
多
く

出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

八
尾
市
内
に
お
い
て
も
、
昨
年

11

月
以
降
、
す
で
に
１
０
０
人
近
く
の
方

が
マ
イ
ナ
保
険
証
の
解
除
を
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

解
除
手
続
き
は
簡
単 

解
除
の
手
続
き
は
簡
単
で
す
。
八
尾

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
以
下
の
よ

う
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
八
尾
市
国
民
健
康
保
険
の
加
入

者
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康

保
険
証
利
用
登
録
（
マ
イ
ナ
保
険
証
）

の
解
除
を
希
望
す
る
方
は
、
申
請
に
よ

り
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
。

後
期
高
齢
者
医
療
の
方
も
で
き
ま
す
。 

 

詳
細
は
八
尾
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

参
照
、
ま
た
は
日
本
共
産
党
議
員
団

ま
で
ご
連
絡
を
。 

 
学
校
給
食
費
を 

ず
っ
と
無
償
に
！ 

 

憲
法
第
２６
条
で
は「
義
務

教
育
は
、
こ
れ
を
無
償
と
す

る
」
と
義
務
教
育
の
無
償
化

を
高
ら
か
に
う
た
い
上
げ
て

い
ま
す
。 

八
尾
市
で
も
何
度
も
市

民
か
ら「
無
償
化
」
を
求
め
る

請
願
が
出
さ
れ
、
２
０
２
３
年

６
月
議
会
に
お
い
て「
無
償

化
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
、
八
尾
市
も
同
年

９
月
か
ら
の
中
学
校
給
食
の

無
償
化
が
実
施
と
な
り
ま
し

た
。 し

か
し
、
中
学
校
給
食
無

償
化
は
単
年
度
予
算
内
で
の

実
施
の
た
め
に
、
恒
久
的
で

安
定
し
た
無
償
化
が
ど
う
し

て
も
必
要
で
す
。 

国
の
責
任
で
無
償
化
を
！ 

そ
の
た
め
に
も
八
尾
市
で

の
給
食
費
無
償
化
の
制
度

（条
例
化
）が
必
要
で
す
。 

 広
が
る
声 

お
い
し
い
中
学
校
給
食
を 

 「
お
い
し
い
中
学
校
給
食

を
」
の
声
は
広
く
上
が
っ
て
い

ま
す
。 

早
朝
に
民
間
調
理
場
で
作

っ
た
給
食
を
学
校
で
再
加
熱

で
は
味
は
落
ち
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
が
一
番
多
か

っ
た
時
に
は
３
２
０
０
０
食
作

っ
て
い
た
小
学
校
給
食
調
理

場
は
、
少
子
化
で
現
在
、
１
２

０
０
０
食
し
か
作
っ
て
い
ま
せ

ん
。
中
学
校
の
６
０
０
０
食
は

十
分
作
れ
ま
す
。 

各
校
に
栄
養
士
を
置
き
、

食
材
は
教
育
委
員
会
が
責
任

を
も
っ
て
購
入
、
と
い
う
小
学

校
給
食
と
同
様
の
中
学
校
給

食
を
子
ど
も
達
に
！ 

 

あった, 

59.8%

（5188件）

なかった, 

35.1%

（3042件）

無回答, 5.1%

（442件）

マイナトラブルの発生した割合

 

紙
の
健
康
保
険
証
を
残
さ
せ
よ
う
！ 

ト
ラ
ブ
ル
続
出
で
不
安
の
声 

全国保険医団体連合会 
2023 年 10 月１日以降のマイナ保険証トラブル調査 

（2024 年 1 月 31 日） 

小
学
校
の
調
理
場
を
使
っ
て 

お
い
し
い
中
学
校
給
食
を
！ 

中学校給食無償化は 国の責任 

恒久的で安定した給食を 
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④ 

「未来」会派も賛成した項目 2 

保育虐待問題で出された請願内容は 3 項

目。共産党議員団は全ての項目に賛成。未来

を紡ぐ会は項目 2「職員個人の問題だけで片

付けず･･･行政指導を強める」ことに賛成し

ました。 

学童保育のトイレ整備を早急に 

12 月議会に保育・学童保育等の運動団体から提出さ

れた請願の中で学童保育のトイレ問題がありました。か

ねてから学校のトイレ問題を議員団は調査し取り上げ

てきました。 

今回、学童保育の子どもたちの視点で調査（1 月 17

日実施）を行いました。 

学校のトイレの改修が遅れていることが、学校施設を

利用している学童保育にも直撃をしています。 

学校のトイレの改修を加速すること 

が必要です。また、幼稚園を使って 

いる学童保育では、幼児用の小便器 

を使用（右写真）しているところも 

ありました。 

 

国
保
料
が
高
い
理
由
の
一
つ
が
、

国
保
料
に
は
他
の
保
険
料
に
は
な
い

「
均
等
割
」
と
い
う
一
人
当
た
り
い

く
ら
と
い
う
項
目
が
あ
る
た
め
で

す
。
い
ま
、
全
国
的
に
は
18
歳
未
満

の「
均
等
割
」
を
全
額
補
助
し
て
子

育
て
中
の
世
帯
の
国
保
料
を
ま
ず

引
き
下
げ
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。 と

こ
ろ
が
八
尾
市
は
国
の
基
準

通
り
、
就
学
前
の
子
ど
も
の「
均
等

割
」
を
半
額
補
助
し
て
い
る
だ
け
で

す
。
こ
れ
を
18
歳
未
満
の
す
べ
て
の

子
ど
も
達
に
全
額
補
助
し
て
も
１

億
円
に
も
な
り
ま
せ
ん
。 

国
保
の
貯
金
だ
け
で
も
８
億
円

～
９
億
円
あ
り
ま
す
。
八
尾
市
の

貯
金
は
約
１
０
０
億
円
も
あ
り
ま

す
。 こ

の
物
価
高
騰
の
な
か
、
18
歳

未
満
の
均
等
割
を
全
額
補
助
す
る

こ
と
、
ま
た
、
能
勢
町
の
よ
う
に
、

「
保
険
事
業
の
一
環
」
と
し
て
、
国

保
加
入
者
一
人
当
た
り
に
１
万
円

の
給
付
を
し
、
市
民
の
暮
ら
し
を
守

る
こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。 

 

高い国保料の引き下げを! 

３
万
円
給
付
実
現
！ 

キ
ャ
ベ
ツ
１
個
が
６
０
０
円
!? 

信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
物
価
高
騰
。
「
く
ら
し

守
れ
」
「
消
費
税
引
き
下
げ
よ
！
」
の
声
が
う

ず
ま
い
て
い
ま
す
。 

 

そ
ん
な
中
、
非
課
税
世
帯
３
万
円
（
子
ど
も
に

は
プ
ラ
ス
１
人
２
万
円
）
の
給
付
が
実
現
。 

日
本
共
産
党
八
尾
市
会
議
員
団
は
さ
ら
に
住
民

税
均
等
割
課
税
世
帯
に
も
同
様
の
支
給
を
求

め
、
八
尾
市
の
施
策
と
し
て
実
現
し
ま
し
た
。 

２
月
中
旬
支
給
予
定
で
す
。 

 

 

議会傍聴に朗報! 

「議場の答弁が聞こえにくい」の声を受け、マイク設

備の改善へ向かう。 

 

議決結果 日本共産党
大阪維新の

会
公明党

八尾保守の

会

八尾の未来

を紡ぐ会
新声

会派に所属

しない議員

可決 × ⚪ ⚪ ⚪ ⚪ ⚪ ⚪

項目1及び3 ⚪ × × × × × ×
項目2 ⚪ × × × ⚪ × ×

不採択 ⚪ × × × × × ×

【抜粋】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⚪賛成　×反対

令和6年12月定例会　本会議議決結果

八尾市水道事業の設置等に関する条例等の廃

止等の件

子どもたちのための予算を大幅に増やし、保

育・学童保育の充実を求める請願の件

不採択
八尾市から保育虐待をなくすことを

求める請願の件

件　名

 


